
１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

マリア様

なんとなく覚えたアヴェ・マリアの祈りを繰り返し唱えていることに気付き、丁寧に祈りの内容を伝え難しいかもしれない

が、子どもなりに祈りの内容や情景を思い浮かべられるようにした。子どもたちがロザリオへの興味を示しているので、長い

物は難しいがミニサイズのロザリオを作る場を設けたい。

・カトリック園で生活の節目ごとに祈る機会がある

・月に数回教会訪問や神父様の話を聞く

・母の日を通してカトリックの中でのみんなのお母様の存在を知り、祈りを深め始めた。

・聖母月（5月）・マリア様に興味を持ち、祈りを深める

・聖母祭に参加する

・ロザリオの月を知り、アベマリアの祈りを願いを込めて祈る

・聖劇を通してマリア様への思いを深める

・ロザリオを自分で作って心を込めて祈る

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

ロザリオの月

10月はロザリオの月であることを知らせる

どのような祈りの形なのか、どのような思いで祈るのかを伝え、子どもたちの思いを聞きながらアヴェ・マリアの祈りを唱え

る機会を持つ

　神父様が大きなロザリオを見せてくださったので子どもたちの中でイメージがしやすかったようで、願いを込めて50回もア

ヴェ・マリアの祈りを唱えるんだ！と驚きの声が上がった。50回は無理でも思いは伝わると声をかけ少しずつ祈りを届ける場

を設けた。


